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　2022年4月、大阪府立大学と大阪市立大学が統合し、大阪公立大学となった。学部、研究科は
言うまでもなく、それに付随する事務、また学生のクラブなども、何度も議論が重ねられ、より
よい統合のかたちを模索し、4月を迎えることになったのである。総学生数が大阪大学、東京大学
に次いで国公立大で全国3位となることが早くから喧伝されていたが、図書館の蔵書数もまた全国
有数のものとなる。歴史的な経緯から多くの特別な文庫を有している東大・京大は別格として、
例えば、神戸大学は3,818千冊、大阪大学は3,864千冊の蔵書数である。大阪府立大学は1,018千
冊、大阪市立大学は2,595千冊で、重複する図書もあり、単純な足し算では正確な数値とは言え
ないけれども、試みに両大学の蔵書数を合算すれば3,613千冊となり、神戸大学や大阪大学と肩
を並べることになる（数字はすべて概数、日本図書館協会『日本の図書館　統計と名簿　2021』
による）。加えて両大学には、江戸時代以前に書写、刊行されたものを多く所蔵している。学会周
知のコレクションではあるが、それらを保存、継承しつつ、研究者のみならず、広く一般利用者
にもその価値を伝えていくことは、新しい図書館としての大事な使命のひとつになるであろう。
　それぞれが個性的な図書館であるけれども、「大阪公立大学の図書館」として、足並みをそろ
えて取り組んでいくことも必要だ。ひとつの大学になるのだから、いま述べたコレクションの扱
いや学内外のサービスは基本的に同じものを提供する必要があろう。また電子ジャーナルの購読
などは、個別の図書館では契約上、難しいこともあるので、全学として取り組まねばならないこ
とになろう。当然のことだが、図書館もまた、大学統合に合わせて統合する必要がある。
　図書館の統合にはいくつかの方法が考えられる。例えば、中心となる図書館を定め、他のキャ
ンパスの図書館を分館的な扱いとする考え方もあろう。けれども、特に中百舌鳥、杉本の両キャ
ンパスには、これまでそれぞれの大学の総合図書館として十分な機能を果たしてきた図書館があ
る。加えて、羽曳野には看護学・リハビリテーション学・栄養学系の、りんくうには獣医学の、
また阿倍野には医学の充実した蔵書があり、いずれかをメインの図書館とし、他をその分館とす
るのは、躊躇われるところがあった。また2025年には森之宮に新キャンパスが建設されること
が決まっており、そこにも従来とは違う機能を持たせた図書館（仮称・森之宮ライブラリー）が
設置されることになっている。一方で、森之宮キャンパスの建設や阿倍野キャンパスの整備にと
もない、羽曳野キャンパスはその役割を終えることになり、それにともなって図書館も閉館され
ることになる。つまり大学統合後も、ある時期までは、図書館の全体像は、目まぐるしく変化す
ると予想されるのである。
　そこで、このような事情に最も適した統合形態はないかと、図書館WGで検討のうえ、起案さ
れ、図書館準備委員会、新大学推進会議などで議論の結果、「図書館機構」という組織体を作る
ことになった。それぞれの図書館の機能、役割は従来通り残しつつ、「図書館機構」という各図
書館を繋ぐひとつのバーチャルな組織体を構成し、それによって図書館全体を結びつけ、「大学
図書館」としての全体の役割を担うこととした。全体を束ねると言うよりは、横ぐしを刺して、
連携し合うというイメージである。先述したサービスのことや電子ジャーナルのことなどは、こ
の図書館機構が中心となって、議論を進めていくことになる。
　大学がそうであるように、図書館もまた「研究」「教育」「社会貢献」という役割を担いつつ、
統合の状況や時代の要請に合わせて、緩やかにかたちを変容させていく必要があると思われる。
統合を機に新しい大学図書館の姿を模索しなければならない。まずは2025年の森之宮キャンパ
ス開校時に、森之宮ライブラリーを含めた、それぞれのキャンパス図書館の姿をどのように描く
のかが、喫緊の課題となろう。

大阪公立大学図書館機構長

 西 田　正 宏

巻 頭 言

図書館の統合に向けて
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編集後記
　『図書館年報』第4号をお届けいたします。今号が大阪府立大学の図書館としては締めくくりの年報となり

ますが、原稿を書いている今の段階では、すでに大阪公立大学がスタートしており、新大学として新たな図

書館サービスも提供しております。今後も府大図書館の精神や伝統を守りつつ、大学が広がったことから生

み出されるメリットを利用者サービスに反映しながら運営に励んでまいりますので、図書館を活用いただけ

ると幸いです。

 （学術情報課長代理　西岡）
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10/11-1/19（期間延長のため）
総合図書館中百舌鳥・

羽曳野図書センター・りんくう図書室
テーマ展示「学生選書」

9/27-4/6
経済・経営・法律系図書室貴重書展示

「堂島米市場」

10/1-12/28
総合図書館中百舌鳥貴重図書展示

「秋の貴重書名品展」

4/7-9/22
経済・経営・法律系図書室貴重書展示

「府大の隣りの世界遺産
―ニサンザイ古墳―」

4/2-6/30（期間延長のため）
総合図書館中百舌鳥・羽曳野図書センター
テーマ展示「新入生に薦める100冊の本」

4/2-6/30
総合図書館中百舌鳥貴重図書展示

「貴重書名品展」

7/1-9/30
総合図書館中百舌鳥貴重図書展示

「絵で見る古典」

5/7-5/23（期間延長のため）
学生選書委員募集

7/1-10/10（期間延長のため）
総合図書館中百舌鳥テーマ展示

「眺めて楽しむ本の世界」
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12/1
大阪府立大学貴重図書特別部会講演会

「大阪府立大学・大阪市立大学の貴重書」

10/25-10/31
OPEN ACCESS WEEK 2021

11/1-11/2
知の泉ランチタイムトーク

1/6-4/7
総合図書館中百舌鳥貴重図書展示

「歳時記“春”」

1/20-3/25
総合図書館中百舌鳥テーマ展示

「大阪府立大学図書館HISTORY」
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